
数学科学習指導案

１ 単元名 確率

２ 本時の学習 確率の意味（２／２）

３ 本時の目標

・ 実験の結果から傾向を読み取り，確率の意味を導くことができる。

・ 実験の結果を表やグラフに表すことができる。

・ 実験の結果から傾向を知り，確率の意味を理解する。

４ 本時の評価規準

評価規準（評価方法） Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる

【数学的な見方や考え方】 実験の結果から自ら傾向を 実験の結果から傾向を知

実験の結果から傾向を読み取り，確率 読み取り，自ら確率の意味を り，確率の意味を理解するこ

の意味を導くことができる。 導くことができる。 とができる。

（発表，観察）

【数学的な表現・処理】 考察しやすいように，実験 実験の結果を表やグラフに

実験の結果を表やグラフに表すことが の結果を表やグラフに表すこ 表すことができる。

できる。（ワークシート） とができる。

【知識・理解】 実験の結果から傾向を知 実験の結果から傾向を知

実験の結果から傾向を知り，確率の意 り，確率の意味を十分に理解 り，確率の意味を理解する。

味を理解する。（ワークシート） する。

５ 学習過程

段 形 ○教師の支援，※評価の観点と方法
学習活動

階 態 （●数学的活動における教師の支援）

つ １ 前時の学習内容を確認する。 斉 ○ 前時（１／２）の授業の課題を振り返り，

か どんな実験を行ったかを確認する。

む

深 ２ 前時に実験した結果をまとめる。 斉

め (1) 表を完成させる。 個 ○ 前時は100回以上さいころを振っているが，

る 各班100回までの結果を黒板の表に記入させ，

自分のワークシートにも記入させる。

(2) グラフをかく。 ○ 本来は同じ条件で数多くさいころを振っ

た方がよいことを伝える。

● １班ごとに100回，10班で1000回と考えさせ

【数学的活動】 る。

イ 観察，操作などの具体的な活動 ● 100回おきにグラフ上に点を取り，折れ線グ

ラフを作らせる。

※ 実験の結果を表やグラフに表すこと

ができる。【数学的な表現・処理】（ワ

ークシート）



３ 表，グラフを基に確率の意味を考える。

Ｇ ● グラフを見て，気付いたことを考えさせる。

【数学的活動】 ○ 100回，200回ぐらいまでのばらつきよりも，

ウ 自分の考えを人に伝える活動・ 100回より少ない回数の方がよりばらつきが大

人の考えを理解する活動 きいことを予想させる。

【数学的活動】 斉 ● 回数が多くなれば，割合は一定の値に近付

エ 目の前の課題から，物事の本質 いていくことに気付かせる。

を見抜こうとする活動 ● 確率の意味をグラフを通して，実感させる。

※ 実験の結果から傾向を読み取り，確

率の意味を導くことができる。【数学

的な見方や考え方】（発表，観察）

※ 実験の結果から傾向を知り，確率の

意味を理解する。【知識・理解】（ワー

クシート）

ま ４ 実験結果からわかる確率の例を考える。 斉 ○ 実験からわかる確率について，どのような

と 例 例があるかを考えさせる。

め ・コイン投げ ○ ペットボトルのキャップを投げた時の実験

る ・将棋の駒投げ など 結果についての考察を読ませ，確率の意味の

定着を図る。

【数学的活動】 ● さいころを投げたときと同様の考え方で確

カ 自分が行った活動を振り返る活 率が求められることを確認させる。

動

５ 資料から求める確率の存在を知る。 ○ 出生率についての考察を読ませ，資料から

求める確率もあることを知らせる。

【数学的活動】 ● さいころを投げたときと似た考え方で確率

カ 自分が行った活動を振り返る活 が求められることを確認させる。

動

※ 形態の欄の「斉」「個」「Ｇ」はそれぞれ以下のような活動を示している。

斉･･･一斉活動， 個･･･個人活動， Ｇ･･･グループ活動


